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Ⅲ 実施協議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 151

実施協議結果  

 

 事前評価調査団帰国後、R/D の署名・交換に先立ち、JICA ベトナム事務所及び水利

研究所の間で最終協議を行い、プロジェクトの基本計画のうち、上位目標、プロジェ

クト目標、成果について一部修正することで合意した。修正後の基本計画は以下の通

り。  

(1) 上位目標  

参加型水管理が展開された地域において、効率的な水管理によって、収量・コス

トの両面で農業生産性が向上する。  

指標：参加型水管理を実践した水利組合の数、乾期裏作における作付率の増加・収

量の増加、水利費の低減  
 

事前評価調査からの変更の内容  

第二次事前評価調査後に策定した PDM0 においては、上位目標を「農民参加型水

管理（PIM）体制が幅広く展開される。」と設定していた。 JICA 内での検討過程に

おいて、プロジェクト地域を紅河流域からベトナム北部 25 省とするとともに、上

位目標は「（ベトナム北部 25 省のうち）参加型水管理が展開された地域」における

「効率的な水管理による収量・コストの両面で農業生産性の向上」を目標とした。

これにより、「農民参加型水管理体制の幅広い展開」のみでなく、参加型水管理が

展開された地域における末端の農民をターゲットとした上位目標の設定となった。 

 

(2) プロジェクト目標  

モデルサイトにおいて、農民リーダー及び水利技術者の能力向上を通じて、農民

参加による水管理が推進され、収量・コストの両面で農業生産性が向上する。  

指標：乾期裏作の作付率の増加・収量の増加、水利費の低減  

 

事前評価調査からの変更の内容  

第二次事前評価調査後に策定した PDM0 においては、プロジェクト目標を「水利

研究所（VIWRR）技術者の能力向上を通じて、農民参加型水管理（PIM）を推進す

る体制が強化される。」と設定していた。JICA 内での検討過程において、「農民リー

ダー及び水利技術者の能力向上」を通じた「モデルサイトにおける農民参加による

水管理が推進され、収量・コストの両面で農業生産性が向上する」ことをプロジェ

クト目標とした。これにより、「農民参加型水管理体制の強化」のみでなく、モデ

ルサイトにおける末端の農民をターゲットとしたプロジェクト目標の設定となっ

た。  
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(3) 成果  

【成果 1：水利研究所参加型水管理センターにおいて、農民参加による水管理を推

進する機能が強化される】  

活動 1-1：これまでに他ドナーが実施したパイロットプロジェクトにおける参加

型水管理手法の調査を行う。  

1-2：参加型水管理に関するガイドライン・マニュアル・研修プログラムを

作成する。  

1-3：参加型水管理の研修指導者を育成するために、水利研究所の技術者に

対して研修を実施する（水管理手法、指導手法） . 

1-4：水利研究所の技術者が研修指導者としてモデルサイトにおいて実践経

験を積む。  

1-5：モデルサイトでの成果を踏まえて、ガイドライン･マニュアル、研修プ

ログラムを改善する。  

（指標・目標値）ガイドライン･マニュアル、研修プログラムの完成、所定の知識・

技術・経験を獲得した研修指導者が育成された人数（研修終了時

に実施する試験にて判断する）  

 

【成果 2：灌漑管理公社の技術者が水管理に関する知識・技術・経験を獲得する。】 

活動 2-1：水利研究所の研修指導者が、灌漑管理公社の技術者に対して各省の現

場にて研修を実施する（水管理手法、組織運営管理手法、指導手法）。 

2-2：灌漑管理公社の技術者に対してモデルサイトにおいて参加型水管理の

セミナーを実施する。  

（指標・目標値）所定の知識・技術･経験を獲得した技術者が育成された人数（研修

終了時に実施する試験にて判断する）  

 

【成果 3：モデルサイトにおいて農民組織による水管理が改善され、作物の多様化

が図られる。】  

活動 3-1：モデルサイトに関するベースライン調査を行う。（水管理、作付体系、

営農、流通、市場調査）  

3-2：モデルサイトにおいて灌漑管理公社の技術者が農民リーダーに対して

指導する（水管理の組織的連携法、水路の維持管理手法、ポンプや取

水口等の操作・管理）。  

3-3：モデルサイトにおいて営農・水配分について農民同士で話合う場を設

ける。  

3-4：モデルサイトにおいて灌漑管理公社・農民組織が参加型水管理を実践

する。  

3-5：モデルサイトにおける農民組織の営農改善活動を支援する（栽培計画

の作成、展示圃での紹介、成功事例の紹介、等）。  

3-6：モデルサイトにおいて農民組織が水管理を改善し、多様な作物栽培を

実践する。  
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（指標・目標値）所定の知識・技術・経験を獲得した農民リーダーが育成された人  

数（研修終了時に実施する試験にて判断する）、モデルサイトに

おける水管理の改善度（水利費徴収率、水利組合への参加率、水

管理活動への参加農民数、用水量の変化）、栽培された作物の種

類・生産量・栽培面積  
 

事前評価調査からの変更の内容  

第二次事前評価調査時に策定した PDM0 においては、以下の通り設定した。  

成果 1：各水管理レベルに応じた研修プログラムが作成される。  

成果 2：水利研究所の技術者が「研修教官」としての水利技術を習得する。  

成果 3：水利技術者が「研修教官」による研修コースを通じて水利技術を取得す  

る。  

成果 4：（モデルサイトの）水管理スタッフが「研修教官」による研修コースを通

じて水利技術を取得する。  

JICA 内での検討過程において、第二次事前評価調査時点での成果 1 及び成果 2 は、

協議結果の成果 1「水利研究所参加型水管理センターにおいて、農民参加による水

管理を推進する機能が強化される」に整理された。また、成果 3 は、協議結果の成

果 2「灌漑管理公社の技術者が水管理に関する知識・技術・経験を獲得する」に、

成果 4 は協議結果の成果 3「モデルサイトにおいて農民組織による水管理が改善さ

れ、作物の多様化が図られる」に整理された。  

 

(4) プロジェクト名  

  農業生産性向上のための参加型水管理推進計画  

  

事前評価調査からの変更の内容  

要請書では「水利技術者能力向上プロジェクト」とされていたが、上記(1)から

(3)に示したプロジェクト内容に適した名称として、「農業生産性向上のための参

加型水管理推進計画」に変更された。  
 

上記協議を経た後、2005 年 6 月 14 日に双方の間で R/D 及び実施協議議事録

（M/M）の署名・交換がなされた（日本側：JICA ベトナム事務所菊地所長、ベト

ナム国側：NGUYEN TUAN ANH 所長）。  
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第二次事前評価調査／実施協議 

付 属 資 料 
 

 

 

1．ミニッツ（2004 年 12 月 9 日署名） 

2．R/D、ミニッツ（2005 年 6 月 14 日署名） 

3．PDM（案）（和文） 

4．詳細活動計画 

5．対象地域問題系図・目的系図・開発アプローチと優先度 

（ハイズン県ザ・スエン地区、クアンニン県イェンドン地区、 
プロジェクト全体の問題系図） 

6．他援助機関実施プロジェクトと本プロジェクトの関係 

7．プロジェクト実施体制 

8．機材リスト（案）      
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